













What Makes Listening to English Difficult? 
Toshihide  O’ki,Hiroki  Maeda,Hideaki  Oka
Abstract
There are a number of reasons for the difficulty in English listening as a second/foreign 
language. According to Buck’s (2001) “Assessing Listening,” this difficulty can be attributed 
to the characteristics of listening as a cognitive activity (e.g., phonological modification, 
prosodic features, speech rate, etc) and to the lack of cultural and linguistic knowledge 
of the learner. The objective of this article is to summarize a chapter from the book (i.e., 
What is unique to listening) in order to explore what obstacles might confront Japanese 
EFL learners in listening. Based on our learning, several implications for learning listening 


















で概観するのは第二章の「What is unique to listening」で、この章では現
実世界のリスニングがどのような特徴をもつかが述べられている。本の構
成にしたがい、⑴　話し言葉の重要な特性（the important characteristics 
of spoken texts）、⑵　第一言語（以後L1）と第二言語（以後L2）のリスニ
ングの違い（the differences between first- and second-language listening）、
⑶　リスニングの下位スキルの一般的分類（some common taxonomies of 
















































で最も重要な語は周囲の語よりも強調される。例えば my SISTER returned 
yesterday という文では、発話の主題が人であることを示すために‘sister’に








































































































































ングを助けるという現象は、L1（Kintsch & Yarborough,1982;Meyer & 

























































語を「話し手の話す内容を眺める窓（language as a window through which 







































































の理解、談話標識（oh, but, of course, wellなど）を理解することなどが含







ル（micro-skills）は、その目的（e.g., conversational listening, listening for 
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添付資料
Richards（1983）によるリスニングの微視的スキルのリスト
　A. Conversational listening
１.短時間、異なる長さのチャンクを保持する能力
２.目標言語特有の音を区別する能力
3.語の強勢パターンを認識する能力
4.語のリズム構造を認識する能力
5.発話の情報構造を表す強勢やイントネーションの機能を認識する能力
6.強勢の有無に関わらず語を特定する能力
7.語の弱形を認識する能力
8.語の境界を識別する能力
9.目標言語の典型的な語順パターンを認識する能力
10.会話の核となるトピックで使われる語彙を認識する能力
11.トピックや命題を特定するためのキーワードを検出する能力
12.文脈から語の意味を推測する能力
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何が英語のリスニングを困難にするのか？
13.語の品詞を認識する能力
14.主要な統語構造や装置を認識する能力
15.発話内の結束装置を認識する能力
16.語句や文などで用いられている間接的表現を認識する能力
17.文の構成要素を検出する能力
18.主要な構成要素とそうでない構成要素を区別する能力
19.異なる文法形式や文タイプで表現されている意味を検出する能力（同じ意味が異な
る方法で表されているとわかること）
20.会話の状況、参加者、目標から発話のコミュニカティブな機能を認識する能力
21.会話の状況、目標、参加者、手順を再構築または推論する能力
22.会話の目的、目標、場面設定、手順を達成するために、現実世界の知識や経験を利
用する能力
23.描写された出来事から起こることを予測する能力
24.出来事どうしのつながりや結びつきを推測する能力
25.出来事から因果関係を推定する能力
26.字義どおりの意味と応用された意味を区別する能力
27.二人以上の話し手がいる会話から、トピックや結束構造を特定したり再構築する能
力
28.談話中の一貫性を認識したり、文章の主題文、支持文、旧情報、新情報、一般論、
実例などの関係を検出する能力
29.異なる速度の発話を処理する能力
30.休止、誤り、訂正を含む発話を処理する能力
31.表情、パラ言語、その他の手がかりを用いて意味を理解する能力
32.目的や目標に応じてリスニング方略を調整する能力
33.理解しているかどうかを、言語的または非言語的に合図する能力
　B. Academic listening
１.講義の目的や範囲を特定する能力
２.講義のトピックを特定したり、トピックの変遷を追う能力
3.談話内の単位（主題、一般論、仮説、支持文、例など）どうしの関係を特定する能
力
4.講義の構造を示す談話標識（接続詞、副詞、口切り、決まり文句など）の役割を特
定する能力
5.関係性（原因、結果、結論など）を推論する能力
6.主題やトピックに関連するキーワードを認識する能力
7.文脈から語の意味を推定する能力
8.結束標識を認識する能力
9.情報構造を示すイントネーション（音調、音量、速度、音程など）の機能を認識す
る能力
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10.主題に対する話し手の態度を検出する能力
11.講義の異なるモード（実際の講義、録音音声、録画映像）を理解する能力
12.訛りや速度の違いにかかわらず講義を理解する能力
13.講義の異なるスタイル（フォーマル、会話的、朗読的、無計画的）に対する馴染み
14.異なるレジスター（文語体 vs 会話体）に対する馴染み
15.話題に関係のある話（冗談、余談、雑談）を認識できる能力
16.強調や態度を示す非言語的な手掛かりの機能を認識できる能力
17.教室内の慣習（ターンテイキング、明確化要求など）
18.指導上の/学習者の任務（注意、提案、推薦、助言、指示など）を認識する能力
　注. Buck（2001）のpp. 56−57より引用（日本語訳は著者らによる）
